
別紙様式２

令和７年度

改善方策

10月 ２月

○学校運営協議会との協働による
地域の教育力の活用と地域への貢
献

・地域と連携した教育活動
【各学年１回以上】 100.0% 100.0%

・定時退庁推進日における、18：30
消灯・施錠【80％以上】

66.7% 81.2%

・教職員意識調査「本校は、働きや
すい職場である」項目の肯定的評価
【80％以上】

95.8% 100.0%

　

　

　

・個に応じた配慮を継続しなが
ら、児童同士の関わりを増やし
ていけるような取組を続けてい
く。

・ICTの活用をさらに進めること
ができるよう、教職員の研修も
進めていく。
・情報モラル教育を継続してい
くことで、正しいタブレットの使
い方を指導していく。

・今年度の取組を継続し、児童
の体力向上を目指していく。

・児童の実態に合わせて手立
てや表現方法を検討し、個別
指導を継続しながら、表現力を
高めていく。

・自己肯定感を高める活動を
継続するとともに、表現力豊か
な児童の育成にも力を入れて
いく。

90.4% 113% 4

・活用系統表をもとに教職員の意識を統一しながら指導することができた。また、活用推進計
画に基づき、計画的に取組を進めることができた。
・活用頻度については、93.9％の児童（３～６年）が「週３回以上、授業で活用している」と実感
している。市平均を上回っており、取組の成果が表れている。
・来年度に向けて、今年度の取組や活用事例などを集約し、「活用の質」を高めていく必要が
ある。
・来年度の課題として、「情報モラル教育」が挙げられる。児童への指導のみならず、保護者
が関わる場や内容の設定も考え、実施していく必要がある。

A

・ICTの利用が進んでいる。
・生徒指導上の課題に向けた
指導が急務である。
・ICT活用系統表をもとに、学
年の実態に合わせた指導がで
きているのが良い。

・働きやすい職場を継続してほ
しい。
・チーム板城という意識を大切
にしてほしい。

108.8%

84% 105%

・働きやすく、働きがいのある
職場づくりをチーム板城として
創っていく。
・業務改善を続けながら、児童
と向き合う時間を確保してい
く。

・hyper-QU の結果を基に、校内で各学級の現状を把握し、それに応じた取組や個々の児童
への配慮について検討し、実践したことが今回の成果につながったと考えられる。
・今後は、第２回「長縄チャレンジ」や６年生を送る会などの行事を軸に、学級の支持的風土を
醸成することで、児童の学級・学校生活に対する満足度を維持・向上させていく必要がある。

A
・地域愛、学校愛を育てる活動
を続けてほしい。
・粘り強く取り組んでほしい。

104.4%

・高学年は76.9％と達成率が高くなっている（中学年は72.8％）。
・低学年は60.2％と目標を達成できなかったが、もともと体が柔らかいということもある。
・楽しんで柔軟運動が継続できるように、外部から講師を招く取組をした。
・柔軟体操を継続して行うことを全体に周知していく必要がある。さらに柔軟性のある、怪我を
しにくい体つくりを目指していきたい。

113.2% 4

・定時退庁推進日における18：30退庁は、全体的に昨年度より退庁時間が早くなっている。下
校時刻を見直し、放課後の時間を確保することができた。今後も勤務時間の有効活用するこ
とで、教材研究や業務の質を上げ、児童と向き合う時間を確保していく。
・本校教職員は働きやすい職場と感じている。働き方・業務を改善し、ストレスなく働くことので
きる学校づくりを継続し、働きがいのある職場を目指していく。

A

3

・目標を達成し、生活習慣の定着がさらに進んでいる。委員会による平均点が上位の学級の
放送や、「板城元気っ子デー」の結果をまとめたほけんだよりの配付、学級だよりによる継続
的な保護者への啓発、満点を達成した児童を紹介するビデオの放映などの取組により、児童
が「板城元気っ子デー」に取り組む意欲を継続させることができた。
・目標数値や達成状況を教職員間で定期的に共有したことで、学校全体として取組を支える
体制づくりが進んだ。
・メディアの使用時間や就寝時刻に課題が残る児童も見られるため、今後も家庭と連携しなが
ら生活習慣のさらなる改善を図っていく。

A

3
・地域と連携した教育活動は各学年とも計画し、実施することができた。各学年の実態に合わ
せ、地域の方との交流も増え、地域への愛着につなげることができた。
・後期もHP・メールを活用し、学校日記・学校だより・学年だより・お知らせ文等を配信・配布す
ることができた。保護者アンケートで高評価をいただいたので継続していく。

A

・学校からの情報発信は素晴
らしい。
・地域からの情報提供の機会
があれば良いと思う。
・評価は４でいいのではない
か。

・様々な取組が良い結果に結
び付いた。効果的な取組や児
童への声掛けを続け、児童の
生活習慣の改善に努めてい
く。

94.0%

・情報発信を継続し、地域との
つながりを大事にしていく。
・学校運営協議会委員と教職
員の意見交流を計画する。

・もっと元気な板城っ子になっ
てほしい。
・継続している取組の成果が出
ている。引き続き取り組んでほ
しい。

96.0%

84%

単元末テ
スト

89.5%
4

70.4% 93.8% 3

3

86.4% 108% 3

91.3%

単元末テスト

111.8%

ＮＲＴ学力
検査,全国
学力・学習
状況調査達

成率
100%
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90%
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3 健やかな心身の育成

信
頼
さ
れ
る
学
校 80%

家庭・地域との信頼関
係の構築

○学校情報の積極的発信（CRM・
HPの効果的な活用）

・保護者アンケート「学校は教育活
動の様子をわかりやすく伝えてい
る」における肯定的評価
【90％以上】

「働き方改革（業務改
善）」の推進

○業務改善の推進による子供と向
き合う時間の確保（日課表の見直
し、教職員の協働体制の確立）と時
間外在校時間等勤務の削減（年間
行事の見直し等）

（　最終評価　）

豊
か
な
心

2
社会生活を円滑に進めてい
ける資質や能力の向上

目標達成のための方策

目
標
値

評価計画

達成値

短期経営目標

学　校　評　価　表

改善方策コメント

　

4

中期経営目標
重
点

1

評価項目

保護者や地域に開かれた
信頼される学校づくり

評価

東広島市立板城小学校

達成度 結果と課題の分析

自己評価

自ら学ぶ態度の育成と学力
の向上

経営理念

・単元末テストの正答率70%以上の児童は、国語94.7%、算数84.3%であった。前期と比較する
と、国語は0.6％、算数は5.4％向上した。特に低高学年の伸びが大きかった。主体的に表現
する児童の育成をめざして、特に国語科、算数科及び特別支援教育の授業研究にチームで
取り組み、児童が自分の思いや考えを進んで表出できるための手立てを意図的に仕組むこと
で、学びを深めることにつながったと考えられる。
・今後も継続的に、学習状況を把握して定着を図る時間を確保したり、児童が主体的に学び
に向かう指導の改善に努めたりする必要がある。

A

夢と志をもち、よりよく生きようとする「板城っ子」の育成

○ミッション：確かな学力を身に付け、心豊かでたくましく、主体的・協働的に学ぶ児童の育成
○ビジョン：「学んでよかった」「来させてよかった」と信頼され期待される学校づくり
　　　　　　・児童が学びたくなる学校
　　　　　　・教職員が誇りとやりがいをもてる学校
　　　　　　・保護者や地域が通わせたくなる学校

〇生活習慣の改善とメディアとの適
切なかかわり方に関する指導の充
実

・「板城元気っ子デー」の全ての項目
で８ポイント以上達成した児童の割
合
【90％以上】

自己指導能力の育成向
上

自己肯定感の向上

〇主体的にかかわりあって学ぶ学
習活動の実践
〇表現力を育成する学習活動の実
践研究

〇ICTの効果的な活用の推進

・単元末テストの思考、判断、表現
項目の正答率70％以上の児童の割
合【80％以上】
・全国学力学習状況調査、NRT学力
検査【全国平均以上】

評価

学校教育目標

〇自分や友達の良さに気付き、自己
肯定感を味わう活動の推進

・児童アンケート「自分の良さが認め
られている」と感じている児童の割合
【80％以上】

〇学級の支持的風土を醸成し、学
校満足度を向上させる活動の推進

・ｈｙｐｅｒ－ＱＵにおける学級生活満
足群の全校児童の割合【80％以上】

研究主題に基づく授業
研究（表現力の向上）

基礎基本の定着・向上

学校関係者評価
（学校運営協議会による評価）

項
目

・学力向上につながっている。
・個に応じた指導ができてい
る。
・教室が落ち着いて授業が進
んでいる。板書が良い。
・粘り強く指導を続けてほしい。

97.0%

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示する。

体力・運動能力の向上

健康的な生活習慣の形
成

〇体を動かす場と機会の確保（外遊
びの日常化、体育朝会や体育学習
の充実）

・新体力テスト「長座体前屈」の記録
が伸びた児童の割合【75％以上】

・情報活用に関する児童アンケート
の肯定的評価【80％以上】

・低学年の達成率向上に努め
てほしい。
・柔軟性は重要なので、さらに
工夫がほしい。柔軟性の評価
項目も追加してはどうか。
・体力向上に関しては、学校だ
けでなく家庭との連携が必要。

B

85.2%

85.2%

80%

80%

80%

80%

単元末テスト

86.5%

ＮＲＴ学力
検査,全国
学力・学習
状況調査達

成率
80%

82.5%

・児童会活動、行事後の手紙交換、なかよし班掃除での振り返り、「ナイスな板城っ子」など、
日々の活動を通して「互いの良いところを伝え合う」ことが、児童の自己肯定感の向上につな
がったと考えられる。
・一方で、自己肯定感の高さを表現することが課題である。来年度は教職員の意識を統一し、
日々の活動での返事や号令を徹底させ、あいさつなどの表現につなげていく。

A

・自己肯定感を高める活動を
続けてほしい。
・教師以外の人との出会いを
多くすることがヒントとなる。

■自己評価

４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成

２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って達成

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評価）
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない
（Ｎ…判定できない）


